
 仕様書 別紙１ 

１ 件名 
   東京都北区立学校外国語指導助手（ＡＬＴ）派遣委託  
 
２ 履行期間 
   令和９年４月１日から令和１０年３月３１日まで 
 
３ 履行場所 
   教育指導課指定場所（北区立学校 全４４校） 
 
４ 業務内容 
  派遣元 
   （１）英語を母語又は公用語として使用する外国人英語指導者の派遣 
   （２）（１）の業務を円滑に履行するために必要な以下の業務 
    ①業務責任者としての担当コーディネーター1 名以上の配置。 
    ②教育指導課、各学校、外国語指導助手（以下、「ＡＬＴ」という。）との連絡調整 
    ③コーディネーターによる学校訪問、ＡＬＴの業務遂行状況の把握・評価 
    ・受注者は、配置したＡＬＴを定期的に評価すること。 
     特にＡＬＴの最初の学校配置日及び９月、１月の年３回、受注者の担当者が区内各学校を訪

問し、業務の実施状況及びＡＬＴの勤務状況等について「学校訪問報告書」にて教育指導課
担当者まで報告すること。 

    ④ＡＬＴに対する学習指導要領に基づく指導カリキュラム等への理解、その他業務遂行に必要
となる研修の実施 

    ・契約締結後、「小学校学習指導要領（外国語活動・外国語）（英訳版）」、「中学校学習指導要
領外国語（英訳版）」及び北区独自のカリキュラム（日本語版）をＡＬＴ用に翻訳した英語
版を作成し、学校に配置する前にＡＬＴに対して速やかに十分な研修を実施し、その内容の
周知徹底を図ること。また研修終了後、報告書（様式任意）を提出すること。 

    ・北区が目指す「英語が使える北区人」の育成のために実施している外国語教育アドバイザー
の巡回指導の報告内容を、ＡＬＴに対し十分に説明し、授業の改善に反映させ、外国語教育
の充実に努めること。 

    ・その他業務遂行に必要となる研修（体罰行為等の未然防止、特別支援教育等）を、実施する
こと。 

    ⑤ＡＬＴにかかわる学校からの要望や苦情に対する必要な措置 
    ・各学校長から、業務配置状況等について苦情等があった場合には、受注者は誠実に改善を図     

り、その内容を学校及び教育指導課に報告すること。 
    ⑥ＡＬＴの勤務管理及び欠勤・遅刻等がある場合の教育指導課及び学校への事前報告と代替Ａ

ＬＴの派遣 
    ⑦ＡＬＴが指揮命令権者の指揮命令に忠実に従い、学校の規律、施設管理上の規則等を遵守す

るための適切な措置 
    ・ＡＬＴの服装や身だしなみ、道徳や人権の配慮についても事前に説明を行うこと。 
    ⑧ＡＬＴへの指導方法・教材作成等の助言および支援 
    ⑨労働者派遣法により派遣元に義務付けられている諸手続き 
    ・派遣するＡＬＴについては、日本での業務を実施するにあたり必要な手続きを全て終えてい

る者であること。また、管理及び更新手続きを行うこと。 
    ・派遣するＡＬＴが、社会保険及び雇用保険の加入条件を満たす場合は必ず加入すること。 
 
  派遣労働者 
   ＡＬＴは、発注者が定める派遣先責任者及び指揮命令権者の指示のもと、学級担任・外国語活動   

（外国語科）担当者、英語科教員、外国語教育アドバイザー等と連携して以下の業務を遂行する
こと。 

   （１）授業での指導 
    ・外国語活動（外国語科）及び英語授業での学級担任・担当者・英語科教員等とのティームテ

ィーチング、児童・生徒との対話・会話を中心とした活動・英語指導全般を行うこと。 
   （２）国際理解に関する情報提供や、研修会、学校行事、部活動等における英語コミュニケーション

等の積極的な支援や指導 
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   （３）児童・生徒の英作文等の添削指導や使用教材の作成及び解説等の授業に関する準備・支援 
   （４）近隣学校での出前授業の支援及び児童・生徒への指導 
    ・ＡＬＴは、授業外においても児童・生徒と積極的にかかわり、コミュニケーションを図るこ

とを通し、国際理解教育を支援すること。 
   （５）事前確認作業・準備・打合せ 
    ・学級担任や外国語活動（外国語科）担当者、英語科教員等との当日業務の事前確認作業を行

うこと。 
     ・ＡＬＴは、教職員等とのコミュニケーションを十分に図るよう心掛け、授業準備や教材作

成及び打合せにも参加すること。 
   （６）教育指導課または学校が必要と判断し、受注者が合意した上記各項に準ずる業務 
 
５ 配置日程調整等 
   （１）受注者は、契約締結後、教育指導課が実施する令和９年度北区立学校外国語指導助手（ＡＬ

Ｔ）活用に関する説明会に、受注者の担当者が参加し、各学校と配置日程の調整方法等につい
て確認すること。 

   （２）派遣先責任者が作成した年間配置希望に基づき、配置するＡＬＴの日程調整を行い、発注者
が指定する日から配置業務を開始する。なお、学校が振替休日を設けない土曜日の実施回数
については、教育課程を踏まえたうえで、別途協議するものとする。 

   （３）発注者は、各学校の都合により年度当初の計画が変更になる場合、受注者と協議の上、変更
３日前までに受注者へ連絡する。 

 
６ 派遣人員 
   各学校に履行期間を通して同一のＡＬＴを派遣できるよう受注者及び担当コーディネーターは適

正な配置をすること。ただし、ＡＬＴが疾病等及び授業運営や勤務に支障をきたすような不測の
事態が発生した場合は、発注者と協議のうえ、早急に代替のＡＬＴを派遣する措置を講じるこ
と。 

 
７ 勤務日及び配置時間等 
   （１）勤務日 
     原則月曜日から土曜日（祝日を除く）で、派遣先の定める日とする。ただし、学校行事等の都

合により、日・祝日に出勤を命ずることがあるため、その場合は勤務日の振替により対応する
こと。 

   （２）配置形態 
     時間単位の配置とする。 
     ①配置時間 
      ８時１５分〜１６時４５分（休憩４５分）を原則とする。 
      ただし、学校が振替休日を設けない土曜日については８時１５分〜１２時１５分とする。 
    ②配置予定時間 ３６，９２９時間 
     １日あたりの授業実施時数は以下を原則とする。 
       北区立小学校及び義務教育学校（前期課程） ４時間 
       北区立中学校及び義務教育学校（後期課程） ５時間 
     １日あたりの勤務時間は６０分を単位として算出する。 
     ※上記配置予定時間には、教育指導課指定の行事等に参加する時間を含むものとする。 
   （３）授業実施時数 

①北区立小学校及び義務教育学校（前期課程） 
       ・通常学級 第１学年・第２学年 年間２０単位時間 
            第３学年・第４学年 年間３５単位時間 
             第５学年・第６学年 年間７０単位時間(※1) 
        ・特別支援学級 （知的） 年間 ３単位時間 
            （情緒） 年間３５単位時間 
        ・教材作成及び教科担任との確認作業等 １４，０１７時間 
     ②北区立中学校及び義務教育学校（後期課程） 
      ・通常学級 第１学年（第７学年）・第２学年（第８学年）各学級 年間３５単位時間 
       第３学年（第９学年） 各学級 年間２５単位時間 
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      ・特別支援学級 情緒障害学級 各学級 年間３５単位時間 
              知的障害学級 各学級 年間 ３単位時間 
        ・教材作成及び教科担任との確認作業等 ２，２７７時間 
          ※1 通常学級５年〜６年の年間７０単位時間のうち、３５単位時間については短時間学習

として実施し、原則としてＡＬＴを配置しない。   
 
８ 安全衛生  
   派遣元および派遣先は、労働安全衛生法の趣旨に沿って作業環境の保持に努める。 
 
９ 業務指揮権限 
   派遣先は、従事するべき業務に関し、派遣労働者に必要な指揮命令を行う。 
 
10 就業に関する派遣先責任者、派遣先苦情処理担当者及び指揮命令権者 
   派遣先責任者及び指揮命令権者：原則として派遣先である北区立学校の各校長とする。ただし、

副校長または学級担任・外国語活動（外国語科）担当者、英語科教員が代わって指揮する場合が
ある。 

 
  派遣先苦情処理担当者：北区教育委員会事務局教育振興部教育指導課指導係長 
   ※氏名については、契約締結後、別途連絡とする。 
 
11 派遣労働者からの苦情処理の方法 
   苦情の申出は、派遣元・派遣先においては、それぞれの苦情処理担当者が受けるものとする。苦

情に対しては、誠意をもって適切かつ迅速に処理するものとする。 
 
12 福利厚生施設 
   派遣先責任者の指示のもと、職員等が利用するロッカー、机、業務上での通信機器等の利用を認

める。その他の施設については、派遣先、派遣元双方協議・合意のうえ、決定する。 
 
13 支払方法 
     （１）総価契約とし、１２回に分けて支払う（端数が生じた場合は最初の支払額で調整する）。 
   （２）受注者は請求書と併せて、１ヶ月分の勤務報告書を翌月１５日までに提出するもの 
           とし、発注者はその請求のあった日から３０日以内に請求額を支払うものとする。 
   （３）契約金額には、就業場所までの交通費を含むものとする。 
 
14 派遣労働者の要件 
     以下の（１）〜（９）の要件を全て満たす者とする。 
  （１）英語を母語又は公用語として使用し、北区立学校の外国語活動（外国語科）、英語科の授業

実施に適切な発音で指導ができ、かつ日本語で打ち合わせができる者。 
  （２）日本の小・中学校の児童・生徒を指導する能力・資質・人格を持ち、熱意をもって業務に取

り組める者。日本での英語指導経験が３年以上の者で、児童・生徒への指導経験が１年以上
の者。なお、年度途中において経験年数に満たない者を派遣しようとする場合は、事前に発
注者の承認を得ること。 

（３）心身ともに健康であり、健康診断で異常なしと確認された者。 
（４）「２ 履行期間」を通して勤務できる者。 

    （５）「４ 業務内容」に掲げた業務を、適切かつ迅速に遂行できる能力を有する者。 
    （６）「４ 業務内容 派遣元（２）④」に示す研修等を受け、その内容を十分に理解している者。 

（７）日本での業務を実施するにあたり所持すべき有効かつ適切な種別の就労査証を有する者。 
  （８）各学校の規則を遵守できる者。 
  （９）各学校で勤務する際の児童・生徒に対する言葉遣いや態度に配慮できる者。 
 
15 受注要件 
   受注者は、本事業の目的を達成するために下記の要件を全て満たすこと。 
     （１）ＡＬＴの配置業務について、関東１都・６県（埼玉県・千葉県・神奈川県・茨城県・栃木

県・群馬県）で令和６年度から令和８年度の期間に公立小学校もしくは中学校に配置実績が
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あること。※義務教育学校（前期・後期課程）を含む。 
     （２）（１）において、業務の履行途中で契約を解除されていないこと。 
     （３）（１）を証明する書類を発注者に提出すること。 
 
16 特記事項 

（１）受注者は、業務の遂行にあたり指導内容等について、発注者及び派遣先責任者と十分な打   
合せを行うこと。 

（２）受注者は、契約締結後、速やかに各派遣先にＡＬＴの名簿を提出し、ＡＬＴ就業予定表を   
確認のうえ、派遣先と打ち合わせを行うこと。その際には、派遣先の学校行事等による勤
務日の振替に対応ができるような派遣体制をとること。 

（３）感染症や社会情勢等、受注者の責に帰さない事由により、ＡＬＴの派遣が困難となる事情 
が発生した場合は、発注者と協議のうえ、ＷＥＢ会議ツール等を活用した代替活動を行う  
こと。 

（４）受注者は、ＡＬＴの配置にあたり、児童・生徒・教職員及び学校に損害を与えた場合に
は、その損害の責任を負う。 

（５）受注者及びＡＬＴは、契約の履行により直接または間接に知り得た個人情報その他の情報
資産について第三者に漏らしてはならない。なお、派遣期間終了後も同様とする。 

（６）当該業務に関連する法令（労働基準関係法令、障害者差別解消法等）について遵守するこ 
と。 

（７）受注者及びＡＬＴは業務の履行に必要な什器類、備品、事務用品等について区が使用を許
可したもの以外は原則として受注者の負担として準備すること。 

（８）このほか、仕様書及び契約書等に定めのない事項については、発注者と受注者が協議の
上、その都度定める。 

 
17 担当 
   北区教育委員会事務局 教育振興部 教育指導課 指導係 
   電話（３９０８）９２８７ 
 
 
 
 


